
1985年出上の木簡

福
岡
・
豊
前
国
府
跡

と
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
京
都
郡
豊
津
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
一
〇
月
？

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
津
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
酒
井
仁
夫

・
石
松
好
雄

５
　
連退
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
を

一
二
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
衝
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
京
都
平
野
を
貫
流
す
る
今
川
と
祓
川
に
狭
ま
れ
た
沖
積
地
に
位
置
し

て
い
る
。
当
該
地
に
は
惣
社
八
幡
宮
が
存
す
る
こ
と
や
国
作
な
ど
の
地
名
、
さ

ら
に
は
遺
跡
の
南
方
約
七
〇
〇

ｍ
の
所
に
は
豊
前
国
分
寺
が
あ

り
、
豊
前
国
府
推
定
地
と
し
て

は
最
有
力
地
と
さ
れ
て
き
た
。

周
辺
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

奈
良
時
代
の
軒
瓦
や
九
ｉ

一
〇

世
紀
代
の
上
器
類
な
ど
が
採
集

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
府
推
定

地
に
対
し
て
昭
和
六
二
年
以
降

に
ほ
場
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、
豊
津
町
孜
育
委
員
会
が
昭
和
五
九
年

度
を
初
年
度
と
し
て
三
年
計
画
で
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。
調
査
の
結
果
、
平

安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
、
溝
、
井
戸
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
遺
物
と
し
て

は
八
世
紀
前
半
代
の
鴻
臆
館
式
軒
平
瓦
や
硯
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
の
須
恵
器
、
土
師
器
、
白
磁
な
ど
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
一
二
世
紀
後
半

頃
と
推
定
さ
れ
る
井
戸
か
ら
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜
（符
篠
）急

く
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ点マ
、デ
ド
鼠

頂
部
よ
り
や
や
下
位
の
両
側
に

「
フ
」
字
形
の
切
込
み
を
入
れ
、
片
面
に
呪

符
を
墨
書
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
占
事
を
意
図
し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

遺
跡
が
地
理
的
に
求
菩
提
山
と
は
近
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
の
関
係

も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

豊
津
町
赦
育
委
員
会

『豊
前
国
府
』
盆

九
八
五
年
）
　
　
　
　
（石
松
好
雄
）

(行 橋 )
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